
古墳のパーツ…その3

一見すると土管のような焼き物で

ある埴輪
はに わ

ですが、そのルーツは弥生

時代後期の岡山県にあると考えられ

ています。

もとは有力者の墓を祀
まつ

る道具とし

て使われたもので、酒（？）を入れた

壺
つぼ

を置くための「台」でした。そこか

ら発展し、古墳時代になると本来の

意味は失われ、古墳の頂上や周囲に

何本もの埴輪が立てられるようにな

ります。

そして土砂の流出を避けたり、外

観を美しく飾るため、葺石
ふきいし

で墳丘
ふんきゅう

の

斜面をおおいました（詳しくは3巻を

参照）。
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古
墳

こ

ふ

ん

は
、
数
々
の
“パ
ー
ツ
”を
集
め
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

三
世
紀
末
ご
ろ
に
な
る
と
、
全
国
各
地
に
小
さ
な
ク
ニ
が
ひ
し
め
い

て
い
た
弥
生
時
代
が
終
り
、
近
畿
地
方
の
勢
力
が
中
心
と
な
っ
て
各
地

の
有
力
者
を
ま
と
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
東
北
か
ら
九
州

ま
で
、
日
本
列
島
の
大
部
分
が
連
帯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
古
墳

時
代
の
始
ま
り
で
す
。

こ
の
と
き
連
帯
す
る
各
地
域
が
同
盟
を
あ
ら
わ
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
造
り
出
し

た
の
が
、
前
方
後
円
墳

ぜ
ん
ぽ
う
こ
う
え
ん
ふ
ん

を
代
表
と
す
る
「
古
墳
」
で
す
。
古
墳
は
弥
生
時
代
の

墓
と
は
か
な
り
違
い
、
全
国
の
ど
の
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

前
方
後
円
墳
を
考
え
る
う
え
で
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
墓
は
大
き
な

権
力
を
示
す
た
め
の
“
パ
ー
ツ
”
を
集
め
て
造
っ
た
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
、

権
力
者
に
と
っ
て
の
記
念
碑

き
ね
ん
ひ

的
な
性
格
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

周濠
しゅうごう

（古墳のまわりに掘られた堀）

前方部

埴輪
はにわ

の列

後円部
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古
墳
の
代
表
選
手
・

前
方
後
円
墳

〔
検
証
・
古
墳
時
代
前
期
の
島
根
〕

前方後円墳を造る
6つの”パーツ”を読む

埴輪
は に わ

と葺石
ふきいし

（古曽志大谷１号墳復元模型：松江市古曽志町）
島根県最古級の埴輪

は に わ

（塩津山１号墳出土：安来市荒島町）

石で造られた王の墓室
（造山１号墳：安来市荒島町）

竪穴式石室
たてあなしきせきしつ

の見取り図
古墳のパーツ…その1

弥生時代の有力者のお墓は、木の棺
ひつぎ

を

そのまま埋めることが多かったのですが、

古墳時代前期の有力者の古墳には、棺を

納めるための石の部屋である「竪穴式石
たてあなしきせき

室
しつ

」が造られます。島根県では安来
やすぎ

市の

大成
おおなり

古墳や造山
つくりやま

1号・3号墳と塩津山
しおつやま

1号

墳、大原
おおはら

郡加茂
か も

町の神原
かんばら

神社古墳など

に典型的なものがあり、全国的に見ても

竪穴式石室がまとまって分布しています。

竪穴式石室を造ることを

許されなかった有力者た

ちは、木の棺のまわりを

きれいな粘土でおおった

「粘土槨
ねんどかく

」という施設を

造りました。

古墳のパーツ…その2

弥生時代には、九州南部や南西諸島

で獲
と

れた貝を使って腕飾りを作ることが

はやりました。古墳時代になると腕飾り

は、王だけが持つことを許される権威の

象徴として、石川・福井県で産出する

「緑色凝灰岩
りょくしょくぎょうかいがん

」や「碧玉
へきぎょく

」と呼ばれる石を

使って作られるようになります。

これらの腕飾り類は島根県でも生産

された可能性がありますが、現在県内で

は、八束
やつ か

郡鹿島
かし ま

町にある奥才
おくさい

古墳群で

１点見つかっているだけです。

古墳のパーツ…その5

日本人は縄文時代から、装身具として

「玉」を用いてきましたが、古墳時代の王

も勾玉
まがたま

、管玉
くだたま

といった玉類を好んで使っ

ていたようです。これらは単にアクセサリ

ーとしてだけでなく、呪術的な力を持つ

お守りのようなものとして使われていたと

考えられます（詳しくは1巻を参照）。

鍬形石
くわがたいし

車輪石
しゃりんせき

「王」の棺はここに納められる

盛土

割竹形
木棺

粘土床

こ
の
“
パ
ー
ツ
”は
、
（1）
前
方
後
円
と
い
う
鍵
穴
の
よ
う
な
形
、
（2）
古
墳
の

上
に
立
て
て
並
べ
た
土
管
の
よ
う
な
焼
き
物
埴
輪
は
に
わ

、
（3）
古
墳
の
表
面
を
お
お
う

葺
石
ふ
き
い
し

、
（4）
亡
き
主
人
を
葬
ほ
う
む
る
巨
大
な
石
の
部
屋
竪
穴
式
石
室

た
て
あ
な
し
き
せ
き
し
つ

、
（5）
長
い
長
い

丸
太
の
ヒ
ツ
ギ
割
竹
形
木
棺

わ
り
だ
け
が
た
も
っ
か
ん

、
（6）
ヒ
ツ
ギ
の
中
に
納お
さ

め
ら
れ
た
権
威
の
象
徴
の

鏡
、
（7）
弥
生
時
代
の
貝
輪
を
ル
ー
ツ
に
も
つ
石
製
腕
飾
り
、
（8）
生
活
に
必
要
な

道
具
鉄
製
農
工
具
、
（9）
王
者
の
身
体
を
飾
っ
た
勾
玉
ま
が
た
ま

な
ど
の
玉
類
、
（10）
武
力
を

示
す
刀
剣
や
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う
な
ど
の
武
器
な
ど
で
す
。

権
力
を
示
す
た
め
の
た
く
さ
ん
の
“
パ
ー
ツ
”
が
集
ま
っ
て
で
き
た
古
墳
の
上

で
は
、
死
ん
だ
王
か
ら
次
の
新
し
い
王
へ
権
力
や
霊
力
を
引
き
継
ぐ
儀
式
や
、

新
王
の
即
位
の
発
表
が
行
わ
れ
る
「
舞
台
」
と
し
て
の
役
割
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓

よ
す
み
と
っ
し
ゅ
つ
が
た
ふ
ん
き
ゅ
う
ぼ

を
は
じ
め
、
各
地
に
あ
る
弥
生
時
代
の
墓

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
絶
大
な
権
力
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
、
こ

の
前
方
後
円
墳
を
代
表
と
す
る
「
古
墳
」
な
の
で
す
。

石釧
いしくしろ

（茶臼塚古墳出土
：大阪府柏原市）

勾玉
まがたま

（右）と管玉
くだたま

（勾玉・釜代
かましろ

１号墳出土：松江市西浜佐陀町　　
管玉・造山3号墳出土：安来市荒島町）

古墳に葬
ほうむ

られた王は、生前から先進的な武器をたくさん持ち、

ときには武力を見せつけることで民衆を支配したと考えられます。

武器の種類としては、矢の先につける「矢じり」や鉄製の「大刀
た ち

」

「剣」「槍
やり

」などがあります。

写真提供：柏原市立歴史資料館

石室
せ き し つ

腕飾
う で か ざ

り

埴輪
は に わ

武器
ぶ き

玉飾
た ま か ざ

り

古墳のパーツ…その4
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